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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録
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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事　
＜連絡事項＞

・木ノ下　ツヨ様～昨日、東Bユニットより南Aユニットへ転入されています。
主病名：アルツハイマー型認知症　
　　　　　　　　　合併症：糖尿病・白内障・糖尿病性網膜症（両眼）
　　　　　　　　　主治医：田名部Dr・良Dr
· 糖尿病食20単位

· 義歯なし

· 買物カード有り

· 業者洗濯

· 皮膚科受診しています。白癬治療薬　1T　1×朝を定期で服用されています。

· 自床で過ごす事多く、プログラム声掛けすると拒否強く不参加。又、ストレスとなり、不穏となりやすい。

· 白内障点眼液を1日３回滴下しています。

· 両眼の視力が非常に悪いので、歩行状態の見守りを行い転倒やけがに注意しましょう。

　　　　　※ご家族が5/13（日）に来られます。個室利用申込書にサイン頂いて下さい。用紙はAユニットにおいてあります。
・松田　信夫様～易怒性は改善されてきていますが、精神の安定を図るため、精神神経用剤２種類を5/9夕から７日分処方となっています。入浴の声掛けしますが、拒否が続いています。拒否された場合はスタッフをかえて声掛けしていきましょう。声掛けしても興奮するような易怒性は見られません。

・鳥谷部　國光様～両下肢の浮腫は改善されてきていますが、安定を図るため降圧利尿剤が本日夕より７日分処方となり、以後定期となります。引き続き両下肢の浮腫の観察をしていきましょう。
・峰田　満男様～夜間不眠傾向の為、精神神経用剤　1T　1×寝る前が5/9より７日分処方となっています。改善見られず、睡眠状態不安定の為、催眠鎮静剤　１Tと精神神経用剤　1Tを夕と寝る前に1日分（5/10のみ）処方となっています。落ち着きの無さ・声高さは継続しています。引き続き、落ち着き・夜間の飲水・夜間の睡眠状態を観察していきましょう。
・村井　八郎様～歩行のふらつき、前傾姿勢みられ右頸部疼痛訴えています。主治医診察にて5/17の定期採血に電解質の検査を追加し、採血施行するよう指示あります。採血項目追加し、準備してあります。
・水梨　正一様～病状悪化の為、DユニットからBユニット観察室へ移室となっています。御家族より、不幸事があって実家にいるので携帯に連絡して欲しい、１週間くらいは来院できないと話されています。今の状態を伝え、今後の事についても相談したいんで近いうちに来院して頂く様伝えています。
・松浦　佐恵子様～カリウム値は正常範囲となってきていますが、安定を図るためカリウム補助剤本日昼より６日分臨時継続処方となっています。四肢の脱力、鼓腸などの低カリウム血症症状に注意し観察していきましょう。
・坪　邦俊様～服薬調整中の臨時薬が本日夕より継続処方となっています。引き続き、見当識障害の程度、他室侵入しないよう観察しましょう。
・長根　矢一様～5/7転倒し止血しにくい事から、定期薬から血液凝固阻止剤を抜いた処方となっていました。本日夕より抗生剤止めとし、その他臨時薬は継続で4日分処方となっています。引き続き、創部の熱感・腫脹・出血の有無・疼痛の有無を観察していきましょう。又、徘徊の際は見守りし、所在確認をしっかり行っていきましょう。
＜患者様NCP検討＞
・木ノ下　ツヨ様

＃1臥床傾向　　P1臥床時間を少なくできる
1 ホールで過すよう声掛け

2 他者と交流して頂く為、スタッフが仲介する

3 拒否強いときは時間をおいたりスタッフをかえてみる

4 出来たら評価
＃2糖尿病　　　P2糖尿病悪化を防ぐ

①低血糖（冷感・眩暈・蒼白・昏睡等）高血糖（多飲・口渇・昏睡等）

の観察。
　　　　　　　　②毎月血液データチェック
　　　　　　　　③間食制限（ノンシュガー飴・ブラックコーヒー・お茶のみ）


＃3転入による不安がある　　P3不安を軽減できる
　　　　　　　　①訴えの傾聴


　　　　　　　　②訴えを否定しない

　　　　　　　　③慣れるまではスタッフが介助すること伝える


　　　　　　　　④否定的で易怒性見られるときは時間をおき見守り







